
　
昨
年
か
ら
続
い
て
い
る
物

価
上
昇
で
、
家
族
の
食
べ
る

量
だ
け
で
も
野
菜
を
育
て
て

み
よ
う
と
考
え
る
方
も
い
る

と
思
う
。

　
今
後
、
こ
う
い
っ
た
半
農

半
Ｘ（
注
）
と
い
わ
れ
る
方

が
増
え
る
と
思
う
が
、
町
民

の
農
業
へ
の
関
心
が
高
ま
る

こ
と
で
、
耕
作
放
棄
地
が
減

少
し
、
農
業
の
活
性
化
も
期

待
で
き
る
。

　
ま
た
、
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
と

し
て「
農
業
の
６
次
産
業
化
」

を
描
く
必
要
も
感
じ
て
い
る
。

　
　
半
農
半
Ｘ
の
掘
り
起
こ

し
と
し
て
、
農
地
ナ
ビ
の
利

用
が
あ
る
が
、
耕
作
放
棄
地

の
情
報
を
見
え
る
化
す
る
こ

と
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
は
何
か
。

　
　
　
メ
リ
ッ
ト
は
、
新
規

参
入
や
耕
地
面
積
の
拡
大
を

目
指
す
農
家
が
簡
単
に
希
望

す
る
農
地
を
探
せ
る
こ
と
。

　
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
必
ず
し

も
農
業
振
興
に
つ
な
が
ら
な

問

い
利
用
に
活
用
さ
れ
る
こ
と

も
想
定
さ
れ
る
こ
と
。

　
　
中
間
管
理
機
構
に
よ
る

農
地
マ
ッ
チ
ン
グ
を
通
し
て

の
、
農
地
の
集
約
状
況
は
。

　
　
　
左
表
の
よ
う
に
、
農

地
を
地
域
の
農
業
を
担
う
担

い
手
に
貸
し
付
け
て
い
る
。

　
　
農
業
就
業
に
つ
な
が
る
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
に
よ
る

講
演
会
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発
信
な

ど
、
今
後
の
計
画
は
。

　
　
　
昨
年
度
、
農
家
イ
ン

フ
ル
エ
ン
サ
ー
の
講
演
会
を

開
催
し
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報

発
信
の
重
要
性
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
。
本
町
で
は
令
和

７
年
１
月
か
ら
町
公
式
の
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
が
開
設
さ
れ

た
の
で
、
町
か
ら
も
様
々
な

農
業
に
関
す
る
情
報
を
発
信

し
て
い
く
。

　
　
農
地
の
売
買
に
つ
い
て
、

下
限
面
積
の
条
件
が
撤
廃
さ

れ
て
か
ら
の
変
化
は
。

　
　
　
「
自
宅
隣
の
農
地
を

購
入
し
、農
業
を
始
め
た
い
」

な
ど
の
農
地
取
得
に
関
す

る
相
談
は
増
加
し
て
い
る
。

　
　
半
農
半
Ｘ
の
新
規
就
農

者
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
は
。

　
　
　
半
農
半
Ｘ
の
新
規
就

農
者
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
は

行
っ
て
い
な
い
。

　
　
阿
久
比
町
の
農
業
の
６

次
産
業
化
に
つ
い
て
検
討
さ

れ
て
い
る
か
。

　
　
　
６
次
産
業
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
農
業
者
は
い
る

が
、
生
産
コ
ス
ト
な
ど
の
課

題
が
多
い
こ
と
か
ら
「
農
商

工
連
携
」
が
主
体
と
な
っ
て

い
る
。
６
次
産
業
化
に
つ
い

て
も
調
査
・
研
究
を
進
め
る
。

答

竹内　啓視 議員
（幸福実現党）

たけうち ひろ し

耕作放棄地対策と半農半Ｘの掘り起こしは
様々な農業に関する情報を発信

耕
作
放
棄
地

包摂的で安全かつ強靭で持続可能な都市及び人間
居住を実現する

住み続けられるまちづくりを

　
農
業
と
他
の
仕
事
や
好
き

な
こ
と
「
Ｘ
」
を
組
み
合
わ

せ
て
働
く
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
こ
と
。

用
語
解
説

半
農
半
Ｘ

（
読
み
方
：
は
ん
の
う
は
ん
エ
ッ
ク
ス
）

問

問 答答

答

答

答 問問

問

平成27年度
平成28年度
平成29年度
平成30年度
令和元年度
令和２年度
令和３年度
令和４年度
令和５年度
令和６年度
合　計

0.1
3.5
6.1
0

23.3
18.1
21.9
24.2
23.1
27.2
147.5

貸付面積（ha）年　度

中間管理機構による農地貸付面積
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